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日蝕に澄する諸問題
米國スワースモア大三教捜鍛副総長
　　　J．A．ミラー
【謬者一此の論文1ち去る五月二十四日，南洋ジャバ島バンドゥン市に開
かれナこ第4回太挙洋琴術倉議の天文畢部會に於いて，ミラー教授が演説し71
ものである．原丈の題はSome　Ec】ipse　Problems亡いふ・當時，ミラー氏it
スマ　1’ラ島タケンゴン町に於ける皆既日蝕の灘測秘首尾よく遽行して，其の
成果た携へ，此の會議に列席し7こものであっiこ．】
　座長，淑女及び紳士諸君！私は今こ、にSome　Eclipse　Problemsを論じ
やうミするに當りまして，ウンε現代的なハiカラな問題よりも寧ろ或る
古い問題を逞1ぶこεに致しました．それは，時間が短かくて，新薔爾方面
を論ずるこSは萬來ませんし，叉，私は今まで斯うした古い諸問題に比較
的多くの思慮を費しナこものであるからです．私はこxで，未だ解決の確定
してみない問題やら，叉，解決の曉には更に大なる意義を有つ疑問の答案
にもなるだろうε思はれるやうな根本的癒用の二二される問題やらをのみ
選びませう．
　最初に，私はコロナ中にある物質の機構を論じませう．コロナの物質が
動くも0）であるミいふこミは，日蝕の度毎にコロナの形が痩る事實によっ
て明らかであります．しからば，此の物質が存在する力場（force　field）の
本性をもつミ良く知るために，此の蓮動の性質を知らねばなりません．此
の物質は太陽ミ共に自治してみるものでせうか？　叉，之れは全艦εして
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太陽面から，或は太陽面へ向って動いてみるのでせうか？　鋳れは切出な
疑問であります，一般に此の問題は二つの方面から研究されてるますが，
其の一は純正に幾何墨的方法です．叉，他の一は，何等かの意味に於いて，
ドプラー原理を含むものです．今1929年の1：」蝕の場合には，不思議にも
此の爾方法を用ふるのに便利でありました．EPち，皆既線が長々ε陸地の
間に延びてみるナこめ，第一の方法に必要な條件ミして，遽く纏度の距ナニつ
ナこ観測瓢を幾ケ所も撰定するこミが可能でありましずこ．又，皆既の時間の
長いのが，第二の方法にはあっらへ向きでありました．
　幾何學的方法は簡翠で，直接的です．師ち，経度が遠く離れたニケ所の
観測地で，それ々々コロナの爲眞を撮らなければなりません．さうするミ，
一方の土地で撮つナこ爲眞板ご，他の土地で撮った爲眞板ミを比較するこご
によって，若し万化があれば其れが知れるわけです．
　此の問題は1905年に此の方法によってカンベルが研究しましナこ．師ち，
リク天文皇のクロ壁心遠征隊が，ラブラドアに一■つS，スペイン1：一一つΣ，
アルジェーに一つ，都合三つの観漫濃口を設けました．しかるに第一の黙は
濃雲のナこめに不成績に終りましナこし，渠，仙のニケ所の爲眞の比較研究は
コロナ中の感動を確然ε示しませんでした．
　1918年には，リク天文皇の口蝕観測黒占はワシントン州ゴルデンデールに
位置を占め，叉，スプラウル天文肇の遠征豚はコロラド州ブランドンに居
ました．それで，リク隊の爲眞はスプラウル隊のものよりも34分だけ早い
時刻でありました．此等の爾隊の窮眞は其のij　，スプラウル天文肇で測定
されました．抑も此の1918年の日蝕の著しい特徴は，かのペラィンの所謂
「頬冠．りした紅畑」の澤山見えたこごであって，郎ち，紅熔は皆アーチ形の
光を以って覆はれたり畏まれたりしてゐました．此の1918年の日蝕には
多くの紅燈がコロナ中に於いて太陽の邊縁上にうまく分布され，何れも三
つ四つのアーチで取りまかれてゐましたが，測定の結果に頽れば，此等の
アーチは，34：分の間に，形も大きさも攣賦しました．
　ローエル天文毫の遠征隊はスプラウル隊の位置より75哩の所に居まし
沈が，スプラウルの爲眞εローエルの爲眞ミの比較には何の攣動も表はれ
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てるません．但し之れは此のニケ所の位置が近かつナこために違ひありませ
ん．
　1923年の日蝕にはスブラウル天文毫の観測【嫁はメキシコ國の中央部イエ
ルバニスに滞在しまし戯し，アリゾナ大証のダグラス博土等は無比西海岸
のりベルタドに望ました．此の爾地に於いては日蝕時刻の蓮ひは28分で
ありました．爲瓦板は皆スプラウル天文皇で測定しましたが，其の結果，
1918年の場合ミ同露なコロナのアーチが紅焙の自陣に見え，全く1918年・
の場合ミ同じやうな成績が爆けられました，爾ほ，此のコロナには一寸筆
で記述し得ない雲歌のものが，太陽面からよほ曹離れた所に見えましたがs．
此のコロナ雲の詳細な隠釦に至るまでよくダグラス氏の慮眞Eスプラウルの
爲眞εに認められ，共に，其の位置が測定されました．此の位置測定の結
果によりますミ，コロナ雲は太陽表面の牛径に封しτ約45度の線の方へ
蓮動してみて，其の速度は侮秒約28哩εなりました．1918年や1923年
の時にも，コロナ物質は太陽から外方へ動いてゐましナこ．
　但し，此等の現象の研究のナこめには，器械の焦鮎距離や，i装置や，曝露
時間や，覗象方法な♂がいろ々々ε影響するだろミ思はれる黙がありますe
覗に，1918年の時のリク隊の爲眞は口径5吋，焦黙40沢のレンズで撮っ
たものでありますし，スプラウル除のレンズは口径6吋，蛇革63吠であり
ましナこ。此のリク縁の爲眞のガラス焼きの陽註をスプラウルの方の同檬な
陽螢ミ比べましナこ所，像の濃淡に大津な違ひが認められましナこ．しかも，
総ての原板について，位置の違ひは皆よく一致して居りましたし，曝爲は
皆直接にやったものでした．1923年の時のダグラス氏の白血ミスプラウル
隊のものεについても同じ事が言へるのでありますが，只，ダグラス氏の
tzンズは，シーロスタトから來る光を水毒に受けたのが違ってゐましナこ．
スブラゥル隊ではレンズを直接に太陽へ向けナこものです．
　さて，今1929年の日蝕のコンディションは，惑うした試験を行ふのに
非鳶に好都合でありました．日蝕はスマトラごフィリピンεで約一時間も
時間が違ってゐますし，筒ほ此の皆既線はシャム國内を横断しましfこ．
　今回は，シャムに居たグリニチ天文皇のダギドソン氏ε，フdリピンに
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ゐナこ海軍天文皇のコグスホール氏や，ハムブルグ天文皇のバーデ氏ε，ス
マトラに居るスワP・スモア學院の遽化除ε一都合4ケ所の観測者が，協
同一致的なプログラムを立てまして，各所に於いて同じ曝爲法の爲眞を
4枚づx撮るこミNし，曝爲の時間も同じやうに申し合せましナこ．師ち，
曝葉；は皆既時間の初め牟分について，蝕の始まった後，同じ秒時の時，嗣
じ秒藪だけやり，又，皆既の後牛に於いても同檬にして，つまり，4枚の
爲眞曝爲は，蝕の中央から前後へ杢く騰馬的な配置で行ひました，
　海軍天文皇εスワースモア天文皇εは，レンズが殆ん♂全く同じ焦鮎距
離のものでありまして，共に太陽へ直接に向けました．乾板は共に同じ感
光液に漏したものですし，現象液も同じものです．バーデ氏の用みたレン
ズは，焦黙距離がスワースモア除のものε殆んE“同じで，只，装置は水毒
望遠鏡εし，光はシーPスタトから受けナこものです．叉，ダヰドソン氏の
レンズは焦黒占距離が45沢で，光はシーPスタトから受けます．一陽叢は
三池狡のため相互に交換する筈でありますし，海軍天文皇ξスワースモア
ごは爾ほ陰叢をも交換するつもりです．
　第二の方法師ち分光器を使ふ方法は，言ふまでもなく，ドプラー原理の
．癒用であります．以前に，カンベル氏は分光器を以って，コロナが太陽ε
共に廻榑してみる謹嫁を獲ました．しかし其の時の観測は，太陽の東端ε
西端εの蓮動の差が小さくて，結果は鯨り決定的なものではありませんで
した．
　1922年忌時には，リク天文台のモア教授が細隙分光即興器によってコロ
ナの海蛍を撮りました．細隙は太陽の赤道の向きに置きましたが，結果は，
スペクトル上に多くのフラウンホフア線がありましたけれ♂，西側のもの
蝕赤色の方へ，東側のものは董色の方へ移動するだろうごの豫想は違っ
て，此等の線は皆赤色の方へ移動して居ましtc．そこで，（太陽の手前に
あるコロナ微粒子が皆背面を吾人に向けてみるため，）此の光は皆太陽の
あちら側にある微粒子の光りだろうεいふ風に考へられましk．線が皆赤
．の方へす耗てるるのは，師ち，太陽の光を反射してみる此等の微粒子が皆
太陽から離れ去りつNあるこミを語るものであります．
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　しかし叉，淘れε違つナこ解繹を此のスペクFルに下す人もありました，
鄙ち，此の光は吾人から遠ざかりつNある地上の雲から反射してみるので
あつで，コロナからではあるまいεいふ0）でした．そこで此の試験は1926
年の時，スワースモア隊のマク心弛リン氏が繰り返し燧序しました．此の
時は器機がモア氏のものよりも幾らか貧弱で，しかも，皆既時間は，モア
氏の時の五分間に辞し，只の三分間でありました．それでも，εにかく，
マクロークン氏は多くのフラウンホプア線を撮影しました．（尤も量り明
瞭なものでないが，）此等の分光爲野板は，測定の結果，同じく赤色の方へ
移動を示し，其の移動量はモア氏の結果ε同じでありました．此の分光爲
眞の中で，紅婚から与してみる水素の輝線は月の像の内部にまでも旗がつ
て居ましたので，此の光は，少くεも一部分，地上の雲から反射したので
あるこミが明らかであります．しかるに，フラウンホフア線は皆月の縁ま
で來て，そこで止っナこきり，月の内部へは少しも浸入して居りません．で
すから此等はコnナから來てるるここを示します．此うしナこ試験は最：近の
日蝕に於いても繰り返しまレた。此等の二種の観測から獲た正味の結果は，
コロナ物質が全戸ミして太陽面から外方へ逃げ出しつNあるこミを示すも
のであります．
　此の問題を解くナこめ，スワ”スモア學院日触観測i嫁はAi一つの方法を繰
り返し途行しましたが，不成功に終りましナこ．先年，フアブリ・ブィソン型
の干渉計を使へばコロナが太陽こ共に自鎖してみるか否かを知るこミか畠
來るかも知れないi，フロスト氏が言ったこεがあります．此の干渉計は
かつてオリオン大星雲の各部分の視線運動を測定するのに用ゐられて，見
事に成功したこミがあります．1923年にはカーテス，ライト爾氏が各自此
の器・械を以って，コvナの干渉計像を獲やうεしましk．其の時は，λ5303
εいふ波長の光を，フィルターで抽出しやうΣ云ふ企てx“あったのですが，
槻測の結果は，此の光波附近の連績スペク1・ルが駆り強過ぎて，干渉計像
をすっかり与してしまひました．1925年にはヵーテス氏ごライト氏εは叉
同じ此の器機を持ち出し，こんさは連隊スペクトルの明るさを弱めるナこめ
光線の通路にプリズム7e　一一つ置くこミにしましたが，薄れは僅かに成功の
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緒を見せナこだけでありました．1926年にも繋れを試みましナこが，之れは全
く失敗でした、
　今度の1929年の日蝕には三つの干渉計を用ゐましt．一つは，1923年
のε同様に，）・5303の光に向け，他の二つは，石英製のもので，Pt・3388の
光に向けました．
　此の方法が若し成功すれば，コロナの国運速度を決定するばかりでなく，
叉，コロナの内部に於ける相互移動をも示すこεになり，爾ほ，之れは干
渉像に用みた光波の波長を非常に精密に決定するこεにもなります．「コロ
ニウム」線の波長を出來るだけ精密に決定するこNC　Ct，此のガスの本性を
知るkめに非常に必要なこεでありますが，遺憾にも此の方法を鷹位する
のに充分な明るさのコロナ線が比較的少ないのです．
　コロナの光のエネルギ分布を研究すれば，其の物理性質を明曜にするこ
εになります．今までの知識では，コロナεいふものは，太陽から輻射に
よって射出された電子團に過ぎないε考へられて居りますが，悟れはコロ
ナを組成する物質中に於ける光りのエネルギ分布を正確に知るこxSによっ
て確かめられます．此うした資料を最：も三二に得るには，爲眞原板上に作
られた標準光尺度ミコロナ線Sの明るさの比較をする事が最も良いのです
が，野守の乾板の各部の感光度が違ってみるため，此の研究方法による誤
りの幾部分を増すこごになります．しかし，材料が多撒にあれば，此の方
法でも可なり信頼すべき結果が得られませう．しかし，叉一方に於いて，
コロナは太陽面から投げ出された微粒子から臨來てるるεの説もあります・
コロナの早耳は常に多くの流線を見せて居りますが，此等はコロナの細部
構造の中では最も明瞭な，又最も確實なものでありまして，此の流線は皆，
コロナの幾何學船形歌を，覗線に直角なZド面に投影しナこ線であります．し
かし，コロナ中には又，流線ε無關係な或る種の物質もありまして，此等
の物質の多くは太陽面の近くに存在します．1926年の時には，短時間曝爲
で獲ナこ流線の像は流線外のものよりも明るくありましナこ．
　一艦，太陽面から投山された物艦が只引力のみを受ける場合には常にコ
ロナに見るやうな形の流線εなって塞に投影せられるものでないこεは明
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らかであります．しかし1若し微粒子が投げ出されて後，重力ε輻射厘＄
が共に挙れに働らく場合には，此等のカの強さは太陽の中心からの距離の
自性こ逆比例するものでありますから，観測された流線の形からして，此
等のカの恒撒を知るこεが出來るわけです，一・meには，此等の流線は長く
て，白fに意味ありけに曲り，其の曲り方は，太陽の中心から此の流線曲線
の導引占に引いた動径が太陽の赤道面ミの問に作る角度は，外方へ行くに從
って常に減少するやうになって居ります．しかし，理論的には又，此の通
りにな亭，ない流線がコvナの中に少しはあるのでありますが，近頃此の種
の流線も見付けられましナこ．しかし，地球が太陽の赤道面を通過する時に
日曲が起れば，其の場合のコロナ中には上述の如き珍型の流線が無い筈で
あるミいふこεが理論上言へるのでありますが，之れは極めて僅かな日u虫
窺眞によって惹嫁立てられます．次に又，理論上，太陽勝勢の三倍孚以上
に延びた流線は多少急激に韓回する筈でありますが，此の種の流線は容易
に撮影されないものなのです．しかし「1923年ξ1926年のコロナ中に此
うしたものが可なり凝しく無音されましナこ．それで，若し理論を正しいも
のεすれば，此等の珍らしい流線の研究によって，太陽面から種々の高さ
に於U’る輻射歴の張さを算出するここが出來ます．今まで四回にわたる日
蝕のコロナ墨筆の中の流線の若干から此うした計算が行はれましナこが，其
れに縁るご，太陽面の近くでは，輻射厘は一般に重力の9割8分に當って
居ます．此の比例から甚だしく違つナこ流線は一つもありません．でずから
理論的ρ毘による鰍値Σの一致も甚だ良くあるわけで，從ってコPナの原
因も可なり明瞭ミ言ひ得るのであります．かうして，コロナの流線形歌の
研究は上蓮の二つの學説の優劣を判断するtめに重大なる日蝕問題であむ
ます．尤も，かうした目的の爲眞は出來るだけ大形のものでなければなり
ませ’ん．
　日蝕皆既の初めE終りεに得られるブラシ・スペクトルは，細い色球の
三日月形ヵ樹物分光爲眞器の細隙そのものの役目をつεめるのであります
が，移れは太防赤々氣中にある種々の物質の高さを決定するため非常に重
大なも0）でありまして，今まで度々の日蝕にもλ6100の光波までにわたり
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澤山のスペクトルが撮影されました．1925年にニウヘヴン市に於けるxワ
1スモア観測隊では，短かい群口の格子ε，ダイチアニンを塗った感光板
εを用みて，X6100から18800までにわたる赤及び赤外部のフラシ・ス
ペクVルの立派な出漁を撮りまして，之れによって太陽に酸素の存在する
こミを謹嫁立てました．今1929年忌日蝕にも，同じ器械を用ゐ，爾ほネ
オシァニン液を用みて，一画長い波長の方ヘフラシ・スペクトルの智識を
嫁糊する計理を行ひましナこ．
　日蝕については，爾ほ此の外に，多くの研究問題が集まって居ます．其
のうちの只一つを藪に附言するに止めませう．それは部ちアインシタイン
原理によって豫言された意味に於いて，太陽の近くを通る光線の屈曲を實
讃する試験であります．1919年には英國0）観測隊，1922年にはリク天文
塁の一隊が，何れも見事な成績を得ましたが，今1929年の日蝕には此の
目的のために今までの日蝕に見られなかったほさ非常に多くの観測が行は
れました．此等の観測の結果如何は今’鰍ケ月後でなければ分明しませんが，
ミにかく，私の意見では，アインシタイン原理を謹明する方法ミして，此
の日蝕の時の光線屈曲を観測するほS“決定的な方法は他に縄封にありませ
ん．云々．
　　　　　　　　　　　今年度の重力襯測除
　例年の如く，今年も文部省測地學委員會の事業Eして朝鮮方面の重力及
び地磁氣観測のため，京都帝國大弓理三部の松山教授，熊谷助歎授，款葉
上島，森川伊予學士，稻葉通義氏等の一行が，去る七月十二日に京都を出
嚢せられた．観測豫定地は主ミして朝鮮の東岸で，元由，城津，鏡城，成
津，高城，江陵，講珍の七ケ所を順に巡る筈であったが，途中で松山教授
が壮志になられたので，多少プUグラムが髪更された．ごにかく今は略々
此の所々の観測も終りに近づいたらしい．來る八月こ：十五日頃には一行か
京都へ鯨着せられる筈．但し松山教授は去る八月十日に蹄洛された．（八
月十五日記）
　筒ほ此の事業については「天界」第77下手346頁，同第92號第39頁，ブレ
テン第124號，同第154號等のほか，「天文年鑑」第272頁以下を見られよ・
